
  
 

 

 

 

 

 
12 月 3 日（日）、学習発表会を実施したところ、たくさんの方々に観に来ていた 

だきありがとうございました。子ども達は、10 月の体育祭、11 月の浮立公開と、 
行事が続く中、一生懸命に練習をして、本番を迎えました。大変でしたが、一人一 
人の役割と責任の大切さを感じながら取り組むことで、一つのことを仲間とともに 
つくり上げる喜びを味わうことができたようでした。このような価値ある教育活動 
を先輩から後輩へと受け継いできていること、また、一つの目標を達成した後に、 
次の目標を掲げることができることはすばらしいことだと思います。 

また、今日の朗読劇「白馬の媛」の演劇では、体調不良でのアクシデントがあり 
ましたが、最後まで堂々と演じきり、また、周りの子どもも動揺することなく責任 
を果たしたり、体調を崩した友達へ優しく声をかけたりする子ども達の姿に、深い 
感銘を受けました。“ I’m really proud of them. ” 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重点目標 自ら課題に向き合い、自分の思いや考えをしっかり考える子どもの育成 

善遊善学 

 

令和 5年 12月 7日  文責 古川 志乃 

学校教育目標 ふるさと矢部を愛し、未来を拓く学力と健康な心と体をもち、共に伸びる      
 児童・生徒の育成～学校地域家庭をつなぐ「総がかりの教育」の推進～ 

学習発表会 12 月 3 日（日）    

 
1948 年 12 月 10 日、国連総会において、全ての人の「自由」と「尊厳」を「平

等」に守るため、『世界人権宣言』が採択されました。これにちなみ、日本では
12 月 4 日～10 日の一週間を人権週間とし、人権の大切さを呼びかけています。 
  
八女市でも人権に関わる行事「スマイルフェスタ八女 2023」が開催され、12

月 9 日（土）に、バザー、人権作文発表、講演会（ネットの誹謗中傷をなくした
い『ヤサシイハナ ヲ サカセマショウ』講師：木村響子さん）がおりなす八女
で実施されます。12 月 2 日（土）～10 日（日）までは、人権啓発パネル展や人
権ポスター展示も、同じくおりなす八女で行われます。 
差別のない世の中にしていくために、よりよい社会を形成していくために、

「人権」について知り、考え、そして、人権感覚を養うことが大切です。 
 

 
 
 

矢部清流学園 
学校だより 11号 

12月 4日～10日 人権週間 

 

【学習発表会プログラム】 
① 学校紹介動画  ②８年八女市平和事業参加報告 ③９年英語スピーチ 
④ 文化部発表（リコーダー演奏） ⑤前期課程児童 朗読劇「白馬の媛」 
【展示】 図画工作や美術の作品、家庭科の制作品や郷土料理紹介など 

八女市要保護児童対策協議会における定期会議により、以下のことを再確認し
てきましたので、お知らせします。 
 
『児童虐待は社会全体でかかわり、解決していく問題です。児童虐待を防止する
ため、児童虐待を発見したときは通告しなければならないと法律に義務づけら
れています。通告義務は、ご近所の方や保育園・学校に対しても同じです。』 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 別添のリーフレットで内容の 

詳細をご確認ください。 

虐待かもと思ったら → 児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９」 
子育てや親子関係に悩んだら → 相談 LINE、児童相談所相談専用ダイヤル 
  
 

こどもまんなか こども家庭庁のリーフレット 

 これって虐待？  
通告すべき？ 

Q ：子どもをたたいたり、こづいたりして、しかっているのを見かけるのですが・・・ 

 

YES !  
通告すべきです。通告は子どもを守

るためです。通告は匿名ででき、もし  

実際と異なっていても責任は 

問われません。 

 

Q：言葉で脅していて、子どもが何も言えずにいる
ようです。 

Q：怒られて泣きじゃくる声がいつも聞こえます。 

Q：子どもの前で、他の家族に
対して暴力、暴言をふるっ
ているようで、子どもがお
びえています。 

 子どもの生命は宝！ みんなで守りましょう！！ 



「ひろがれ えがお ～昔遊びを楽しもう～」

１ 年生 矢部村大学との交流会    11月 24日（金） 

南筑後中学生英語スピーチコンテスト 

11月 11日（土） 三池工業高校にて 

 

11 月 24 日（金）、矢部村大学の方５名、矢部公民館の方３名、地域コーディ
ネータ２名の方々と、１年生が交流授業を楽しみました。こま、竹とんぼ、お
手玉、おはじき、あやとり、けん玉、羽子板、竹馬といった昔懐かしい遊びを
一緒にすることによって、地域の方に親しみや感謝の気持ちをもつことができ
ました。 

本校を代表して、９
年生の栗原玲王さんが
「南筑後中学生英語ス
ピーチコンテスト」に
出場しました。課題の
部（暗唱）に挑戦し、
マーティン・ルーサ
ー・キング Jr の話「I 
have a dream.」を熱く
語りました。 

【子どものお礼の手紙から】 
きょうは、おいそがしいなかきてくださってありがとうございました。けんだまがすこしむず

かしかったです。かみふうせんがたのしかったです。みんなできゅうしょくをたべたのがうれ
しかったです。また、がっこうでたくさんれんしゅうして、じょうずになれたらいいなとおもいま
した。                                   （１年 K. M さん） 

福島高校生活デザイン科との交流授業（家庭科）      

６ 年生・８ 年生・高校２ 年生  11月 30日（木） 

「地域との連携・交流を通じた実践的な学習活動を取り入れるとともに、児童・生徒の触
れ合いを通して、他者と関わる力を高める。また、地域の特産物を活用した調理を行うこと
により、食育推進と八女を愛する心を育てる。」ことをねらい、福島高校生活デザイン科の
生徒（高校２年生 16名）との交流授業を行いました。11月 30日（木）、引率の先生２名を
含めて、バスで本校まで来ていただき、季節の製菓「八女産抹茶のブッシュ・ド・ノエル」の製
菓実習と久留米絣を活用した「くるみボタンの 
髪ゴム製作」の被服実習をしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【高校生へのお礼の手紙から】 （一人一人のお礼の手紙から一部抜粋） 
・私はケーキなどのお菓子を作るのが好きで、とても楽しかったです。作るときの説明が分かりやすか
ったし、難しいところ（生地をまく時、クリームをきれいにぬるのが難しかった）は手伝っていただき、楽し
く作れました。家に持って帰って食べたのですが、とてもおいしく、家族も「すごい！」と喜んでくれまし
た。                                           （６年 I . N さん） 
・初対面の方がたくさんできんちょうしていたけど、一緒に手伝ってくださったり、優しく話しかけてくださっ
たりして、ぼくも元気が出ました。「ブッシュ・ド・ノエル」は「巻く」という意味があると知っておどろきまし
た。そして、巻く工程の時に、定規を使うことにびっくりしました。帰宅後、ヘアゴムは母さんにプレゼン
ト、ケーキは家族みんなでいただきました。                     （６年 T . J さん） 

 
・ぼくはホールケーキは作ったことがあったけど、ブッシュ・ド・ノエルは作ったことがなかったので、いい
経験になりました。わかりやすく教えてもらったので、うまく作ることができました。スポンジを巻く時にぐち
ゃぐちゃになってしまったけど、整えてもらったのできれいに作ることができました。（当日がちょうど誕生
日で、高校生の声かけによりみんなでバースデーソングを合唱＆プレゼントを渡してもらいました。）
誕生日サプライズプレゼントをくださってありがとうございました。とてもうれしかったです。 

（８年 K . S さん） 
・本格的なロールケーキを作るのは、今回が初めてで、とても楽しかったです。家族に食べてもらった
時、妹や父から「おいしかったよ」と言ってもらうことができ、とてもうれしかったです。くるみボタンは、姉
にプレゼントして、「かわいいね」と言ってもらえてよかったです。今回の経験を、進路を決めるときにも
生かしていきたいです。                                （８年 N . M さん） 

高山定さんよりキウイフルーツをいただきました。11 月 30日
（木）の給食で提供しました。ビタミンCをバッチリ補給です。
また、先だってより新米をいただき給食費に余裕が出ましたの
で、子ども達にデザートを追加提供することができています。
改めて感謝申し上げます。 


